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沖繩産魚毒植物成分の研究〔Ⅲ〕

－イジユサポニソの糖について－

巌森

StudiesontheComponentsoftheP1antsonOkinawa

which弩ivePoisnousEffectonFisch．（ⅡI）

－OntheSugaroflju（Sc腕加⑰胸〃伽"sis,Nakai)-saponin-

IｗａｏＭＯＲＩ

Sununary

Inthesugarobtainedbyhydrolysisoflju-saponin，theexistenceofrhamnose

andglucuronicacidbypaperchromatographyandphenylhydrazonearerecognizedas
follows：

器Ｒｆｖａｌｕｅ：

rhamnose O､２１０．２２

glucuronicacidO､１４０．１５

発phenylhydrazone：

mpl90-191゜Cyellowishneedle

analysis：

Ｎ２ｃＣ ｔｅｍｐｓｕbst、Ing．ｍｍＨｇ Ｎ％

３．６２５０．４９５９°Ｃ７５９１６５２

Calcdrhamnose-phenylhydrazone（C18H2208N4）16.37

緒言

イジユ（Schimaliukiuensis,Nakai）サポニソの魚毒効果，溶血効果ならびにサポニソの

性状')については，すでに報告したので，今回は，島本，小野寺等2)によって推定されたメチ
ルペソトーゼとウロソ酸の存在を確認するためにおこなった実験の結果を報告する．

前報と同一の乾燥樹皮粉末から，７０％エタノールでサポニソを抽出し，これを７％硫酸酸性

エタノール溶液となし，湯浴上で50時間，加水分解して得た糖液を常法8,4)で処理してシロッ

プ状にした．このものの呈色反応からメチルペソリーゼとウロソ酸の存在を推定し，さらにペ

ーパークロマトグラフイ5,6'7)のＲｆ値から標準試料との比較によりラムノーゼとグノレキユロソ

酸であることを確かめ，また塩酸フエニルヒドラジンとオサゾソを作り，元素分析値もよく一

致することからラムノーゼであることを確認したが，グルキユロン酸については，Ｒｆ値によ

る推定だけで，試料僅少のために精査することができなかった．

実験

3ｋｇの乾燥したイジユ樹皮粉末を２Jの70％エタノールで，室温にて３日間浸出した液を濃
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縮し，冷後析出してきたゼラチソ様の衣雑物を遠心分離して除き，のち約３倍量の水を加え，

ふたたび析出する來離物を除去する．これを濃縮し，酢酸鉛法によって粗サポニソを得た．

粗サポニンをエタノールに加熱溶解し，冷後エーテルを加えてサポニソを析出する操作を数

回繰返して，無色結晶性粉末のサポニン１９を得た．このものをエタノールに溶解し，濃硫酸

（d-1.84）を加えて７％になるように調製し，５０時間，揚浴上に加水分解する．分解後，多

量の水中に投じて析出するサポゲニンを炉別し，炉液は常法によって炭酸バリウムを加えて中

和し，減圧下40℃で乾個し，ふただびエタノールに温浸し，エタノールを去り，さらに１回

エタノールに温浸して糖シロップ約０．２ｇを得た．

§１呈色反応

Fehling試薬に対して

亜酸化銅の沈でんを生ずる．

Benedict試薬に対して

亜酸化銅の沈でんを生ずる．

Phloroglucinol-HClとの反応

赤～赤褐色を呈し，アミノレアルコールに転溶する．

Orcinol-HC1との反応

わずかに青緑色を呈する．

Schiff試薬との反応陰性

Rosenthaler（acetone）反応

湯浴上で加熱すれば紫色を呈し，１時間以上も加熱を続ければ，燈色となり，針状結

晶のアセトン糖と推定されるものが析出する．

Naphthoresorcinolの反応

生ずる色調はベンゼンにとけ赤紫色を呈し，エタノールで希釈すると淡青色になる．

以上の結果からメチルペソトーゼとウロソ酸の存在が推定され，ペソトーゼは存在しないと

考えられる．

§２Paperchromatographyによる糖の検索

ペーパークロマトグラフイを行うに際して，下記展開剤と発色剤を調製した．

展開剤：n-butanol：ethanol：water（＝４：１：５）の混合溶液を一昼夜放置後使用し

た．

発色剤：結晶フタル酸０．８９を水飽和n-butano150ccに溶かし，新たに蒸留したアニリ

ン０．５ｃｃを加えた液を使用時に調製した．

標準試料溶液：

ａ）ラムノーゼ（関東化学株式会社製）の１％水溶液．

ｂ）グルキユロソ酸（中外製薬製のグロソ酸注射液２ｃｃ中200ｍｇ含有）をその主些

使用．

操作：東洋炉紙（No.５０，２×40ｃｍ）の一端から４ｃｍのところに原線をひき，標準試

料，イジュサポニン糖シロップの１％水溶液をそれぞれ炉紙にプロットし25°Ｃで９
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時間展開させた.展開後炉紙を風乾し，発色剤を噴霧してのち，110°Ｃで20分加熱乾
燥すれば，それぞれのスポットが現われる．

標準試料のＲｆ値：

ラムノーゼ：０．２１～0.22（暗赤褐色）

グノレキユロソ酸：0.14～０．１５（暗桜褐色）

サポニン糖部のＲｆ値：

ａ）0.15～0.17（暗桜紅色）

ｂ）０．２１～0．２５（暗黄褐色）

したがって，本糖シロップには，ラムノーゼとグルキユロソ酸だけの存在が確かめられた．

§３ラムノーゼの証明

糖シロップ0.59に塩酸フエニルヒドラジン１９と結晶酢酸ソーダ1.59,水30ｃｃを加えて１
時間30分湯浴上に加熱し，析出した結晶をエタノールで再結晶する．得たオサゾソは黄褐色針
状結晶で190～191°Ｃで熔融分解する．同様にして製した標品ラムノーゼのオサゾソの熔融分
解点は191～192°Ｃで，イジュサポニソ糖オサゾソと混融しても，融点の降下がないことから
ラムノーゼであることが証明された．

元素分析：

Ｎ２ｃｃ試料ｍｇｍｍＨｇＴｅｍｐｏＣＮ％

３．６２５０．４９５‘９７５９１６．５２

Ｒラムノーゼオサゾン（CI8H2208N4）として16.37％

文献参考

森：本誌，４，５０（1960）

島本・小野寺：農化，１５，４９６（1939）

青山：薬誌，４８，３７８（1928）

青山：薬誌，５０，９５８（1930）

刈米，飛永：薬誌，７８，５３１（1958）

荒木・平瀬：化学の領域，５，３９２（1951）

鹿又・井川：日化，８２，６３８（1961）

刈米・高橋・高石：薬誌，７６，９１７，９２０（1956）

(1)

(2)

(8)

(4)

(5)

(6)

(7)


